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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１空洞を形成する外部支持構造と、
　前記外部支持構造に結合され、前記第１空洞内に配置された内部支持構造であって、前
記内部支持構造は、雄型ルアーの外径よりも大きい内径を有し、前記内部支持構造は第２
空洞を形成し、前記雄型ルアーが前記第２空洞に挿入されたときに、前記雄型ルアーの内
側および外側の表面を殺菌するための溶液を前記第２空洞に収容する内部支持構造と、
　前記内部支持構造の外側上部表面に取り付けられて、これにより前記第２空洞内に溶液
を維持するためのシールを形成する隔壁であって、前記雄型ルアーが隔壁を通じて前記第
２空洞内へ挿入できるように穿刺可能である隔壁と、
　前記第１空洞にわたってシールを形成するために前記外部支持構造に固定されているシ
ールと、
　を備え、
　前記内部指示構造の外側の表面は、前記隔壁の内側の表面上に配置されたロッキング特
徴である環状突起を受け取るように構成された、環状溝を含む、消毒キャップ。
【請求項２】
　前記外部支持構造は筒体を含む、請求項１に記載の消毒キャップ。
【請求項３】
　前記内部支持構造は筒体を含む、請求項１に記載の消毒キャップ。
【請求項４】
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　前記溶液は抗菌剤溶液を含む、請求項１に記載の消毒キャップ。
【請求項５】
　前記溶液は、前記雄型ルアーの抗菌コーティングと混合される生理食塩溶液を含む、請
求項１に記載の消毒キャップ。
【請求項６】
　前記隔壁は、シリコーンを含む、請求項１に記載の消毒キャップ。
【請求項７】
　前記内部支持構造は、前記内部支持構造の上面から前記内部支持構造の基部に向かうに
従って増加する外径を有する、請求項１に記載の消毒キャップ。
【請求項８】
　前記隔壁は、前記隔壁の外縁に沿って延在する延長部分を含み、当該延長部分は、前記
隔壁を前記内部支持構造に固定するために、前記内部支持構造の一部を包み込む、請求項
１に記載の消毒キャップ。
【請求項９】
　前記延長部分は、実質的に前記内部支持構造の基部にまで延在している、請求項８に記
載の消毒キャップ。
【請求項１０】
　消毒キャップであって、
　第１空洞を形成する外部支持構造と、
　前記外部支持構造に結合され、前記第１空洞内に配置された内部支持構造であって、前
記内部支持構造は、雄型ルアーの外径よりも大きい内径を有し、前記内部支持構造は第２
空洞を形成し、前記雄型ルアーが前記第２空洞に挿入されたときに、前記雄型ルアーの内
側および外側の表面を殺菌するための溶液を前記第２空洞に収容する内部支持構造と、
　前記消毒キャップ内に固定されるように構成されたフレームと、
　前記フレームに取り付けられた隔壁であって、前記フレームが消毒キャップに固定され
たときに、前記隔壁が前記内部支持構造の外側上部表面に対して固定あるいは圧接され、
それによって前記内部支持構造内の溶液を維持するための前記第２空洞上のシールを形成
する隔壁であって、前記雄型ルアーが隔壁を通じて前記第２空洞に挿入されることを許容
するように穿刺可能な隔壁と、
　前記第１空洞にわたってシールを形成するために前記外部支持構造に固定されているシ
ールと、
　を備え、
　前記内部指示構造の外側の表面は、前記隔壁の内側の表面上に配置されたロッキング特
徴である環状突起を受け取るように構成された、環状溝を含む、消毒キャップ。
【請求項１１】
　前記フレームは、前記外部支持構造と前記内部支持構造との間に挿入されている、請求
項１０に記載の消毒キャップ。
【請求項１２】
　前記フレームは、前記内部支持構造の内部に挿入されている、請求項１０に記載の消毒
キャップ。
【請求項１３】
　前記隔壁は、シリコーンを含む、請求項１０に記載の消毒キャップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、注入療法装置の雄型ルアーの端部を消毒するための消毒キャップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　注入療法は、一般に、静脈内での薬剤の投与を伴う。典型的な注入療法を行う場合には
、一つ以上の注入療法装置（例えば、チューブセット）が使用されている。多くの場合、
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注入療法の間にわたり、チューブセットの端部は、注射器がチューブセットの雄型ルアー
の端部から取り外されたときのような場合に、非滅菌面に露出したままにされる。例えば
、チューブセットの端部が露出されたとき、患者または看護師がその端部に触れることが
あり得るし、あるいはその端部が非滅菌の、寝具、テーブルまたは床の表面に接触するこ
とがあり得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　チューブセットのハブまたは無針コネクタの端部を清掃することは要求されているが、
典型的には雄型ルアーである他方の端部を清掃することは要求されていない。消毒キャッ
プ（ｄｉｓｉｎｆｅｃｔｉｏｎ　ｃａｐｓ）は、そのような無針コネクタ、ＩＶセット、
または短い延長チューブなどの注入療法装置の端部を消毒するために、ますます使用され
ている。このようなキャップは、一般的に、キャップがポートに接続されているときにポ
ートの表面に接触する、アルコールを染み込ませたフォームを含んでいる。これらのキャ
ップを使用する際に、様々な問題が存在する。例えば、アルコールを染み込ませたフォー
ムが、アクセスポートの外面だけにしか接触しないことである。また、一旦キャップをポ
ートに配置すると、キャップ中のアルコールはすぐに蒸発する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、注入療法装置の雄型ルアーの端部を消毒するための消毒キャップに係るもの
である。消毒キャップは、抗菌剤溶液または生理食塩溶液（ａｎｔｉｍｉｃｒｏｂｉａｌ
　ｏｒ　ｓａｌｉｎｅ　ｓｏｌｕｔｉｏｎ）を収容する内部リザーバを含むことができ、
この内部リザーバは、溶液が蒸発するのを妨げるために可撓性の隔壁で封止されている。
隔壁は、注入療法装置の雄型ルアーの端部が隔壁を通じて溶液の中に挿入されることを許
容する１つ以上のスリットまたは穿刺可能なシーム（ｓｅａｍｓ）を含むことができる。
雄型ルアーが隔壁を通じて挿入されているとき、溶液は、雄型ルアーの内側および外側の
両方の表面に接触する。隔壁が、溶液の蒸発を減少させ、溶液がキャップの外に漏れるを
防ぐので、溶液は、典型的な消毒キャップが使用される場合に比べてより長い持続時間に
わたって雄型ルアーと接触し続け、これによって、消毒剤（ｄｉｓｉｎｆｅｃｔａｎｔ）
の有効性を増加させる。
【０００５】
　一実施形態では、消毒キャップは、外部支持構造、内部支持構造、および隔壁を備える
。内部支持構造は、雄型ルアーの外径よりも大きい内径を有しており、雄型ルアーが内部
支持構造に挿入されたときに雄型ルアーの内側および外側の表面を消毒するための溶液を
収容している。隔壁は、内部支持構造の上面に取り付けられており、これによって、内部
支持構造内の溶液を維持するためのシールを形成する。隔壁は、雄型ルアーが内部支持構
造に、隔壁を通して挿入されるのを許容するように穿刺可能である。
【０００６】
　別の実施形態では、消毒キャップは、外部支持構造、内部支持構造、フレーム、および
隔壁を備えている。内部支持構造は、雄型ルアーの外径よりも大きい内径を有しており、
内部支持構造に挿入されたときに雄型ルアーの内側および外側の表面を消毒するための溶
液を収容している。フレームは、キャップ内に挿入されるように構成されている。隔壁は
、フレームがキャップに挿入されたとき、隔壁が内部支持構造の頂面に固定されまたは圧
接され、それによって内部支持構造内の溶液を維持するためのシールを形成するように、
フレームに固定される。隔壁は、雄型ルアーが内部支持構造に、隔壁を通して挿入される
のを許容するように穿刺可能である。
【０００７】
　別の実施形態では、消毒キャップは、外部支持構造、内部支持構造、およびシリコーン
の隔壁を含む。内部支持構造は、雄型ルアーの外径よりも大きい内径を有しており、雄型
ルアーが内部支持構造に挿入されたときに雄型ルアーの内側および外側の表面を消毒する
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ための溶液を収容している。シリコーンの隔壁は、内部支持構造に固定されまたは圧接さ
れており、これによって内部支持構造内の溶液を維持するためのシールを形成する。シリ
コーンの隔壁は、雄型ルアーが内部支持構造に隔壁を通して挿入されることを許容する一
つまたは複数のスリットを含む。スリットは、雄型ルアーが隔壁を通じて挿入されたとき
、隔壁が内部支持構造からの溶液の流れを抑制するために雄型ルアーの外側の表面の周り
に固定されるように構成されている。
【０００８】
　この概要は、以下の詳細な説明でさらに説明される選ばれた概念を、簡略化された形態
で紹介するために提供される。この概要は、特許請求される主題の主要な特徴または本質
的な特徴を特定することを意図するものではなく、特許請求された主題の範囲を決定する
助けとして使用されることをも意図しない。
【０００９】
　本発明のさらなる特徴および利点は、以下の説明に記載され、一部は説明から自明とな
り、または本発明の実施によって知ることができる。本発明の特徴および利点は、添付の
特許請求の範囲で特に指摘した手段および組合せによって実現され、獲得されることがあ
りうる。本発明のこれらのおよび他の特徴は、以下の説明および添付の特許請求の範囲か
らより完全に明らかになるであろうし、または以下に記載される本発明の実施によって知
ることができうる。
【００１０】
　本発明の上記および他の利点および特徴が得られる方法を説明するために、上記で簡単
に説明した本発明のより具体的な説明が、添付の図面に示されるその具体的な実施形態を
参照して提示される。これらの図面が本発明の典型的な実施形態のみを示し、したがって
、その範囲を限定すると考えるべきではないことを理解しつつ、本発明が添付の図面の使
用を通じて、さらに具体的かつ詳細に記述され説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１Ａ】本発明の一つ以上の実施形態による例示的な消毒キャップの斜視図である。
【図１Ｂ】注入療法装置の雄型ルアーの端部に随伴した図１Ａの例示的な消毒キャップの
断面図を示す。
【図１Ｃ】図１Ｂに示す注入療法装置の雄型ルアーの端部が、消毒キャップの隔壁を通じ
て挿入されたことを示す図である。
【図２Ａ】隔壁の様々な例示的な構成を示す図である。
【図２Ｂ】隔壁の様々な例示的な構成を示す図である。
【図２Ｃ】隔壁の様々な例示的な構成を示す図である。
【図２Ｄ】隔壁の様々な例示的な構成を示す図である。
【図３Ａ】隔壁を消毒キャップに固定するためのフレームを使用する例示的な消毒キャッ
プを示す図である。
【図３Ｂ】隔壁を消毒キャップに固定するためのフレームを使用する例示的な消毒キャッ
プを示す図である。
【図４Ａ】消毒キャップに含めることができるホイルシールを示す図である。
【図４Ｂ】消毒キャップに含めることができるホイルシールを示す図である。
【図５Ａ】抗菌剤溶液を注入療法装置の雄型ルアーの端部に適用することができる様々な
方法を示す図である。
【図５Ｂ】抗菌剤溶液を注入療法装置の雄型ルアーの端部に適用することができる様々な
方法を示す図である。
【図６】雄型ルアーが隔壁を通じて引き出される際に隔壁が雄型ルアーから溶液を除去す
る方法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明は、注入療法装置の雄型ルアーの端部を消毒するための消毒キャップを包含して



(5) JP 6851416 B2 2021.3.31

10

20

30

40

50

いる。消毒キャップは、抗菌剤溶液又は生理食塩溶液を収容する内部リザーバを含むこと
ができ、内部リザーバは溶液が蒸発するのを防止するために可撓性の隔壁で封止されてい
る。隔壁は、注入療法装置の雄型ルアーの端部が隔壁を通じて溶液の中に挿入されること
を許容する１つ以上のスリットまたは穿刺可能なシームを含むことができる。雄型ルアー
が隔壁を通して挿入されているときに、溶液は、雄型ルアーの内側および外側の両方の表
面に接触する。隔壁が溶液の蒸発を減少させ、溶液がキャップの外に漏れるのを防ぐので
、溶液は、典型的な消毒キャップが使用される場合に比べてより長い持続時間にわたって
、雄型ルアーと接触したままであり、これにより、消毒剤の有効性を増加させる。
【００１３】
　一実施形態では、消毒キャップは、外部支持構造、内部支持構造、および隔壁を備える
。内部支持構造は、雄型ルアーの外径よりも大きい内径を有しており、内部支持構造に挿
入されたときに雄型ルアーの内側および外側の表面を消毒するための溶液を含んでいる。
隔壁は、内部支持構造の上面に固定されており、これによって、内部支持構造内に溶液を
維持するためのシールを形成する。隔壁は、雄型ルアーが内部支持構造に隔壁を通じて挿
入されるのを許容するように穿刺可能である。
【００１４】
　別の実施形態では、消毒キャップは、外部支持構造、内部支持構造、フレーム、および
隔壁を備えている。内部支持構造は、雄型ルアーの外径よりも大きい内径を有しており、
内部支持構造に挿入されたときに雄型ルアーの内側および外側の表面を消毒するための溶
液を含んでいる。フレームは、キャップ内に挿入されるように構成されている。隔壁は、
フレームがキャップに挿入されたとき、隔壁が内部支持構造の頂面に固定されるかまたは
圧接され、これによって、内部支持構造内に溶液を維持するためのシールを形成するよう
に、フレームに取り付けられる。隔壁は、雄型ルアーが内部支持構造に隔壁を通じて挿入
されるのを許容するように穿刺可能である。
【００１５】
　別の実施形態では、消毒キャップは、外部支持構造、内部支持構造、およびシリコーン
の隔壁を含む。内部支持構造は、雄型ルアーの外径よりも大きい内径を有しており、内部
支持構造に挿入されたときに雄型ルアーの内側および外側の表面を消毒するための溶液を
収容している。シリコーンの隔壁は内部支持構造に固定されているかまたは圧接されてお
り、これによって、内部支持構造内に溶液を維持するためのシールを形成する。シリコー
ンの隔壁は、雄型ルアーが内部支持構造に、隔壁を通じて挿入されることを許容する一つ
または複数のスリットを含む。スリットは、雄型ルアーが隔壁を通じて挿入されたとき、
隔壁が内部支持構造からの溶液の流れを抑制するために雄型ルアーの外側の表面の周りに
固定されるように構成されている。
【００１６】
　図１Ａは、本発明の一つ以上の実施形態による例示的な消毒のキャップ１００の斜視図
である。図示されるように、キャップ１００は、外筒体１０１、内筒体１０２、および内
筒体に取り付けられた隔壁１０３を含む。内筒体１０２は、雄型ルアーが内筒体１０２内
に挿入されたときに、内筒体１０２内の溶液が自由に雄型ルアーの内部および周囲を流れ
ることができるように、標準的な雌型ルアーよりも大きい（すなわち、雄型ルアーの外径
よりも大きい）直径を有するように構成することができる。
【００１７】
　キャップ１００は、シリンダ１０１のように構成されているものとして示されているが
、正方形、長方形、楕円形、または他の形状の外側の表面など、他の形状も用いることが
できる。また、キャップ１００は、（例えば、異なる長さの種々の雄型ルアーを収容する
ための）任意の合理的な長さを有することができる。
【００１８】
　図１Ｂは、注入療法装置の雄型ルアー１１０と共にキャップ１００の断面図を示す。図
示のとおり、キャップ１００は、内筒体１０２を覆う隔壁１０３を備えている。隔壁１０
３は、内筒体１０２に収容される溶液１０４の蒸発を抑制するシールを、内筒体１０２の
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上に提供することができる。隔壁１０３には、内筒体１０２からの溶液１０４の流れを最
小限にするために雄型ルアー１１０の周りに実質的なシールを維持しながら、雄型ルアー
１１０が隔壁を通じて挿入されるように十分に変形する、任意のタイプの可撓性の材料を
用いることができる。いくつかの実施形態では、隔壁１０３は、シリコーンから形成する
ことができる。
【００１９】
　隔壁１０３は、隔壁１０３を通じた雄型ルアー１１０の挿入を容易にする１つ以上のス
リットまたは穿刺可能なシーム１０３ａを含む。いくつかの実施形態では、スリットまた
はシーム１０３ａは、雄型ルアーが隔壁を通じて挿入されるときに、隔壁１０３と雄型ル
アー１１０との間に緊密なシールが形成されるように、雄型ルアー１１０の外径よりも小
さい距離にわたり隔壁１０３の中心から延在することができる。
【００２０】
　図１Ｃは、雄型ルアー１１０が隔壁１０３を通して挿入された状態を示している。図に
示すように、スリットまたはシーム１０３ａは、内側に折り曲げられており、雄型ルアー
１１０の外面に対してぴったりと適合している。このように、溶液１０４は、より良好に
内筒体１０２内に保持されることができ、蒸発は制限され得る。それによって溶液１０４
は、雄型ルアー１１０の内部および外部の表面に接触して維持され、雄型ルアー１１０の
消毒効果を増大させる。
【００２１】
　図２Ａは、隔壁１０３は、内筒体１０２の上端部を包み込むように構成することができ
ることを示している。隔壁１０３は、可撓性の弾性材料で作ることができるので、隔壁を
内筒体に固定するためのいかなる他の手段をも必要とすることなく、このように内筒体１
０２に取り付けることができる。代替的に、内筒体に隔壁を接着するなどの、内筒体に隔
壁を固定するための付加的な手段を使用することができる。
【００２２】
　図２Ｂは、図２Ａに示される隔壁と類似した隔壁１０３を示している。しかし、図２Ｂ
の隔壁１０３の延長部分が、内筒体１０２のほぼ全長にわたって延在する。したがって、
隔膜１０３は、内筒体１０２の一部を包む任意の長さの延長部分を有するように構成する
ことができる。
【００２３】
　図２Ｃは、内筒体１０２が上部よりも下部においてより大きい外径を有するキャップ１
００の実施形態を示す図である。種々の長さの延長部分を持つ隔壁１０３を、本実施形態
で使用することができる。内筒体１０２の増大する外径は、内筒体１０２を隔壁１０３に
より良好に固定するために使用することができる。
【００２４】
　図２Ｃは、内筒体１０２の外径の線形の増加を示しているが、他の実施形態では、外径
の増加が段（ｓｔｅｐ）、畝（ｒｉｄｇｅ）、または外径の他の非線形の増加を含むこと
などにより、非線形であることができる。また、内筒体１０２の外側の表面は円形として
示されあるいは推定されるとしても、当該外側の表面は、他の形状（例えば、八角形また
は六角形）を形成することができ、あるいは、外側の表面に垂直に形成される任意の数の
特徴（例えば、バンプ、段、または畝）を含むことができる。
【００２５】
　図２Ｄは、内筒体１０２が、隔壁１０３のロッキング特徴を受け取るように構成された
溝又は切れ目を更に含む、キャップ１００の実施形態を示す図である。例えば、いくつか
の実施形態では、内筒体１０２の外側の表面は、隔壁１０３の内側の表面上に配置された
環状突起を受け取るように構成された環状溝を含む。示されるように、隔壁１０３のロッ
キング特徴と内筒体１０２の溝または切れ目との間の相互作用は、内筒体１０２に隔壁１
０３を確実にロックする。反対に、内筒体１０２は、隔壁１０３の内側の表面に位置する
環状溝によって受け取られるように構成された環状突起を含むことができる。
【００２６】
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　図３Ａは、内筒体１０２に隔壁１０３を固定しまたは圧接させるためのフレーム３０１
を採用した、キャップ１００の実施形態を示す図である。フレーム３０１は、外筒体１０
１と内筒体１０２との間に挿入されるように成形されたリングを含むことができる。いく
つかの実施形態では、フレーム３０１は、キャップ１００に圧入または接着することがで
きる。また、いくつかの実施形態では、隔壁１０３は、フレーム３０１をキャップ１００
に固定する前に、フレーム３０１に（例えば接着により）に固定することができる。ある
いは、隔壁１０３は、フレーム３０１をキャップ１００に固定した後に、フレーム３０１
に固定するように構成することができる。
【００２７】
　図３Ｂは、内筒体１０２に隔壁１０３を固定しまたは圧接させるためのフレーム３０２
を採用した、キャップ１００の実施形態を示す図である。フレーム３０２は、内筒体１０
２の内径と実質的に同じ外径を有するリングを含むことができる。フレーム３０１と同様
に、フレーム３０２はキャップ１００に、圧入、接着、またはそれ以外の方法で固定する
ことができる。フレーム３０２が使用されるとき、必要であれば、フレーム３０２の内径
が雄型ルアー１１０の外径よりも大きいことを保証するために、内筒体１０２の内径を増
大することができる。フレーム３０１と同様に、隔壁１０３は、フレーム３０２をキャッ
プ１００に固定する前または後のいずれかに、フレーム３０２に固定することができる。
【００２８】
　図４Ａおよび図４Ｂは、キャップ１００上に含めることができるシール４０１を示して
いる。シール４０１は、当該シール４０１が除去される前において内筒体１０２内の溶液
１０４の蒸発を妨げるために、外筒体１０１に取り付けられる。シール１０４は、キャッ
プ１００上にシールを形成することができる箔又は他の任意の材料から構成することがで
きる。示されるように、シール４０１は、シールの除去を容易にするための１つ以上のタ
ブを含むことができる。
【００２９】
　図５Ａおよび図５Ｂは、抗菌剤溶液を雄型ルアー１１０に適用することができるさまざ
まな方法を示している。図５Ａにおいて、溶液１０４は、抗菌剤溶液を含む。このような
実施形態では、雄型ルアー１１０は、いかなる抗菌コーティングも必要としない。対照的
に、図５Ｂにおいて、溶液１０４は、生理食塩溶液、アルコール、または水性の溶液を含
み、かつ雄型ルアー１１０の外側の表面は、抗菌性コーティングで被覆されている。この
ような実施形態では、溶液１０４と抗菌コーティングとの混合は、雄型ルアー１１０の外
面および内面の両方を消毒する。表面を消毒することができる任意の種類の溶液を、溶液
１０４として使用することができる。
【００３０】
　図６は、雄型ルアーが隔壁１０３から除去される際に、隔壁が雄型ルアー１１０から溶
液を除去する方法を示す。隔壁１０３は、可撓性かつ弾性であるため、雄型ルアーが除去
される際に、隔壁は、雄型ルアー１１０の外側の表面との接触を維持する。このようにし
て、隔壁１０３は、雄型ルアーが除去される際に、雄型ルアー１０４の外表面上に残る液
１０４の部分６０１を本質的に払拭する。雄型ルアー１１０から溶液１０４を除去するこ
とは、注入療法装置を介して人体に侵入しうる溶液の量を最小限にするために、多くの場
合望ましい。
【００３１】
　本発明は、その精神または本質的な特徴から逸脱することなく、他の特定の形態で具体
化することができる。記載された実施形態は、あらゆる意味において例示であって制限的
なものではないと考えられるべきである。本発明の範囲は、したがって、前述の説明によ
ってではなく、添付の特許請求の範囲で示されている。特許請求の範囲の均等物の意味お
よび範囲内に入るすべての変更は、その範囲内に包含される。
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